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        はじめに

        　この短編小説集は、私が大学生の頃に書いたものです。内容は、むちゃくちゃで残酷だったり、わけがわからなかったり、どうしたもんかと頭を抱えるような、そんなのばっかりです。大学を卒業するときに、ある程度まとめて本にしたのですが、今回せっかく電子書籍を作れるようになったので、もう一度そこそこ今でも楽しめそうなものを選りすぐって本にしてしまおうと考えたのです。

        　約１５年前に書いた文章を何を今更とも思うのですが、とりあえず暇つぶしとして、楽しんで頂ければ何よりです。
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        るんるんちょよちゃん

        　がっこうがおわったので、ちょよちゃんはともだちのろろちゃんといっしょにかえることにしまちあ。まだ２じすぎなのでいっぱいあそべます。ろろちゃんとふたり、きょうはなにをしてあそぼうかのそうだんです。でも、なにをしてあそぼうか、なかなかきまりません。おままごとも、おにごっこも、みいんなあきてきちゃったのです。

        「とにかくうちにおいでよ。おかあさん、きょうはようじでいないの。」

        　ちょよちゃんはろろちゃんをおうちによぶことにしたのです。

        「じゃあ、ランドセルおいたら、『どうたぬき』もって、すぐにいくね。」

        　そういって、ろろちゃんはるんるんとスキップしていったんじぶんのおうちにかえりました。ちょよちゃんもいえにかえって、ろろちゃんをまちかまえます。

        「きょうはちのあめがふるのぅ。」

        　ぴんぽんとチャイムがなったので、ちょよちゃんは『むらさめ』をかたてにもって、ろろちゃんをでむかえました。がらがらと、とびらをあけてあげました。

        「一刀両断じゃあ！」

        　ちょよちゃんの目の前を白い閃光が走る。鼻先数ミリで刃先は逸れたが、ろろちゃんは瞬時に手首を返し、今度は体を斬りにかからんとする。これには村雨を縦にして対抗、胴田貫とぶつかりあい、まるで寺の鐘のような音がする。

        「ぬう、流石は妖刀村雨。この胴田貫と渡り合うとはの。」

        　力勝負が続く。少しでも気を抜けば斬られるのは必至である。膠着状態が延々と続くかに見えたその瞬間、ろろちゃんが胴田貫をほんの少し、後ろに引いたのである。そして、その引いた刀を満月の如く回し、逆方向からちょよちゃんの左腕を切り裂いた。触れぬ物さえ切って捨てる胴田貫である。傷が浅かろう筈もなく、深紅の血がどくどくと流れ出した。ちょよちゃんの顔が苦痛に歪む。

        「次はその程度ではすまぬぞ。」

        　ろろちゃんの容赦なき突きがちょよちゃんを襲う。後ろに下がりながら突きを避け、攻撃の機会を探るが、それも見当たらぬままに背が壁についてしまった。それとばかりに、ろろちゃんは必殺の突きを見舞ったのである。

        「ま、まさか……」

        　本当に一瞬であった。最後の突きを避けられないと悟ったちょよちゃんは、自ら飛び込み、突きを体で受け、同時にろろちゃんの右肩から左足までを一直線に切り裂いたのである。２つに分かれたろろちゃんがずしんと崩れ落ちた。妖刀は血に満足したのか、さも満足げに輝いていた。

    

    
        一枚の葉

        「あの木の葉がすべて散ってしまうとき、あたしも死ぬのね……」

        「そうや。」

        「……マジ？」

        「こんなんでウソ言うてどないすんのん！あんた、母親が言うてることが信用できへんなんて思てるんとちゃうやろね！ああ、情けないわぁ……」

        「でも、あたしの命とあの木の葉に因果関係なんてないじゃない！」

        「あんたが言ったんやないの！葉っぱがなくなったら死ぬって。ウソ言う子はお母ちゃん嫌いやで！ちゃんと自分で責任とりや！」

        「そうじゃなくて、あれはあたしがロマンチックな雰囲気になりたいから……」

        「ロマンだかマロンだか知らへんけどね、とにかくあんたは死ぬんやからね、わかった？……ちょっと、何泣いてんのん？泣き虫もお母ちゃん嫌いやで！」

        「だって……死ぬって……あ、先生！」

        「どうしたのかね？かわいい顔が台無しだぞ。」

        「だって……お母さんが……あたしのこと……死ぬって……」

        「そうだよ。」

        「え？」

        「っていうかぁ、死ね！」

        「えらいっ！先生、よう言うてくれはった！さすがに一流の大学出てはる！」

        「死ね！死ね！死ね！」

        「そんなに何回も言わなくても……」

        「死ね！死ね！死ね！死ね！死ね！死ね！死ね！死ね！死ね！」

        「ひどいっ！ひどいわ！こんなのって……そうよ、そうよね、あの木の葉が全て散ってしまうとき、あたしは死ぬんですものね……」

        「葉っぱなんて関係ない。とにかく死ね！」

        「そうや、お母ちゃんもそう思うで！早く死んだほうがええって！」

        「……わかったわ、私、本当はお母さんの子どもじゃないのね。だから！」

        「何言うてんの、この子は……あんたはお母ちゃんがお腹痛めて産んだ子どもや。」

        「じゃあ……どうして？」

        「そんなん知らん！ごちゃごちゃ言わんとさっさと死んだらええねや！」

        「死ね！死ね！死ね！死ね！死ね！死ね！死ね！死ね！死ね！死ね！死ね！死ね！死ね！死ね！死ね！死ね！死ね！死ね！」

        「だあああああ！わかったわい！ここで腹かっさばいて朽ち果ててやるわい！」

        「あら、本当に切腹してしまいよった。オチもつけんと……」

        

    

    
        アンパン人間

        　子どもが道の真ん中で「おなかがすいたよー」と泣きじゃくっていた。今時こんな理由で泣くガキが存在するのか、いささか不可解だが、事実は事実である。不憫に思った私は子どもの前に立ち、いつもの台詞を口にした。

        「おなかがへってるならボクの頭をお食べよ！」

        　子どもとは現金なもので、すぐに泣きやんで嬉しそうな顔をした。そして、私の頭にかぶりついてきた。子どもは思いっきり歯を立てた。歯は頭蓋骨まで到達し、血が止めどもなく流れ出した。ゴリッという音とともに、私の頭皮と肉が頭蓋骨から引きちぎられた。子どもは満面の笑みを浮かべながら、口を血まみれにして私の頭皮にこびりついた肉を食べたが、まだ食べ足りないのであろう。

        「おにいちゃん、目玉も食べていい？」

        　私は子どもの見方である。いやだと言えるはずもない。ああいいよと答えると、とびきりの笑顔を見せた。子どもの笑顔とはないものにも代えがたいものである。このためなら、目玉のひとつやふたつ、惜しくないとさえ思ってしまう。さて、子どもは私の目の中に指を入れてきた。人差し指と中指をまぶたの下に、親指を目玉の下に差し込み、指の先を少し曲げて、三本の指で目玉をとらえた。次に、引き出すように腕を動かすと、意外と簡単に目玉は取れてしまった。子どもはそれをポイと口の中に放り込んだ。目玉をかむと、中からドロリとした液体が出るらしい。それがよほど美味しかったのだろう、子どもはもう一つの目玉も引きずり出して食べてしまった。

        「ああ、美味しかった。おにいちゃん、ありがとう！」

        　そう言い残して、子どもは去って行った。私はといえば、頭からの出血は依然著しく、また、目玉を２つとも食べられてしまったため、何も見えなくなってしまった状態である。困ったことに、私は頭を食べられると力が出ないのである。

        「はーひふーへほー！」

        　そ、その声はバイキン人間の声ではないか。一応説明しておくと、バイキン人間は私の敵である。いつも子どもたちに悪いことをするので、私がこの前半殺しにして、耳に熱くてドロドロに溶けた銀を流し込んでやったばかりである。

        「アンパン人間、このチャンスを待っていたのだよ、はーひふーへほー！」

        「や、やめろぉ！」

        　バイキン人間はドリルを取り出し、私の頭蓋骨に穴を開けだした。半径１センチぐらいの穴からは私の脳みそが見え隠れしている。バイキン人間はおもむろにストローで脳みそをちゅうちゅうと吸い出した。アンパン人間、大ピーンチ！

    

    
        おみせやさんごっこ

        　あしたは、ようちえんでおみせやさんごっこをすることになりました。だから、きょうはそのよういでみんなおおいそがしです。

        　みつはるくんたちはみんなで、ねんどでやさいをつくっています。にんじん、だいこん、たくさんあります。せんせいは、みつはるくんにたずねました。

        「みつはるくんたちは、やおやさんかな？」

        「うん、そうだよ！」

        　げんきいっぱいのへんじのみつはるくんです。そのみつはるくんのよこでは、けんたくんたちが、いっしょうけんめい、くろいはこのようなものをつくっています。でも、なんなのかさっぱりわかりません。せんせいは、さて、これはなんだろうとおもい、けんたくんにたずねました。

        「けんたくんたちはなにをつくっているの？」

        「えー、せんせいわからへんのん？」

        「かばんかな、それとも……」

        「ぶー！ちがいまーす！せんせい、これな、うらビデオやねん。どっかのほんにこうこくだして、いっぽんにまんえんで、つうはんでうるねん。でもな、じつはな、ちゃんともざいくはいってんねんで。うらちゃうねんで。そういやせんせい、あのな、こないだおとうさんがこっそりうらビデオかってんけどな、みてみたらぶっさいくなおばはんやねん。あれはないでとおもたわ。うちとこはそこまであくどいことせーへんからあんしんしてこうてや。」

        　せんせいは、あいたくちがふさがりませんでした。でも、おみせはなんでもいいといったので、しかたがありません。

        　そのうしろで、まりこちゃんたちが、チョークのこなをちいさなふくろにいれていました。せんせいは、おそるおそるききました。

        「まりこちゃん……あの、それはもしかして……」

        「みてわからんか？シャブや、シャブ！」

        　せんせいは、もう、なきそうなかおになりました。

        「なんや、せんせい。きぶんがわるいんか？せやったら、これいっぽん、ばしっときめてみ。きもちええでぇ。さいしょはな、かるいきもちでうつねんけどな、だんだんシャブなしではいきてかれへんようになるねんで。そうなったらこっちのおもうつぼや。なんぼたこしてもかいよるからな。ぼろいあきないやで。」

        　まりこちゃんはそういって、せんせいをなぐさめました。

        　つぎのひ、やおやさんと、うらビデオやさんと、シャブのばいにんがおみせをひらきました。

    

    
        相撲取り

        　今日はデパートで相撲取りのバーゲンがあったので、強そうなのを二人ほど買ったのであった。今日買った相撲取りは、小結と十両である。

        「あー、お父さんがまた相撲取り買ってきた！」

        「あら、また相撲取り買ってきたの？安いからって、そんなにぽんぽん買ってこないでよ。ただでさえココ狭いんですからね。置き場所なんてもうないわよ。」

        　そういえば、うちのマンションの相撲取り置き場は３人が限度であった。家にはすでに関脇二人と前頭八枚目がいるのだ。明らかに計算ミスである。

        「そうだ、膝を壊していた関脇を中古相撲取り屋に売り払おう。」

        「ダメダメ！最近不景気でしょ？なかなか買い取ってくれないのよ。それに、故障持ちの相撲取りなんて査定に持って行っても嫌な顔をされるだけよ。だいたい今は、角界から廃業するときでもお金がいるんだから。」

        「相撲取りも価値が下がったなぁ。」

        　仕方がない。関脇二人と前頭八枚目の身の振り方は後で考えるとしよう。それよりも新しく買った相撲取りを見てみるのが先だ。

        「あー、お父さん。この相撲取りＧＤＩ搭載なんだね。すごいや！」

        「おっ、健太、くわしいじゃないか。そう、ＧＤＩ搭載なんだぞ！」

        　説明しよう。ＧＤＩとは最近開発された相撲取りの胃袋のことで、今までの相撲取りだったらちゃんこ一杯で突っ張り十回だった燃費が、ＧＤＩ搭載なら軽く二十回は突っ張れるのである。地球に優しく、しかも今ならＧＤＩクラブに入会することもできるのである。ちなみに、ＧＤＩとは「（Ｇ）ごっつぁんです！（Ｄ）だけど（Ｉ）いい感じ！」の略である。

        「あなたぁ、夕食の支度ができたわよ-！」

        「ああ、すぐ行……」

        　と言おうとした刹那、五人の相撲取りはものすごいスピードで、しかしきっっちりとすり足で、食堂のほうに突っ張りながら走って行った。

        「ごっつぁんです！だ、け、ど、いい感じ！」

        「ごっつぁんです！だ、け、ど、いい感じ！」

        「ごっつぁんです！だ、け、ど、いい感じ！」

        　相撲取り五人が、がむしゃらに食事を平らげている。これでは私の食べる分はないであろう。相撲取りにも困ったものである。

        「ごっつぁんです！だ、け、ど、いい感じ！」

        　やかましいわ！

    

    
        金融問題を考える

        「こんにちは、『ズームイン現代』の時間です。さて、本日のテーマは「金融問題」です。平成不況と言われているこの時代、株価低迷、円安、倒産による失業率アップと問題が山積みされているわけですが、その中でも多額の不良債権処理をどうするかという問題が今、一番注目されています。この金融問題について、大阪もよもよ大学経済学部の武者小路教授にお話し頂こうと思います。さて、武者小路さん、まず気になるのは今後の経済の見通しについてですが……」

        「えー、つまりこの金融問題を端的に言うとするのならば、言い換えると、簡単に結論のみを言おうとするのであればですな、まず間違いなく、当然の結果として出てくるはずの結論ではございますが、あえて私の口から言わせてもらうのならばですな、どこがどうと言うのではなく、また、ここで注意してもらわなければならないことも事実なのですが、あえて遠回りな言い方をせずに、どのような事が重要なのかを申し上げれば、すなわち、これこそが真実に他ならないのではありますが、意外と知られていないといった状況下で考えますれば、ここで明言することは必要不可欠なのであり、これこそが私が五十年研究に研究を重ねた経済学の結論とでも申しましょうか、決して机上の空論ではなく、現実を反映したうえでのですな、不良債権という概念そのものがまず、いや、その点は後々お話することに致しまして、まず私どもが考えなければならない事を簡単に整理致しますと、複雑化する問題の陰に隠れてしまっているのではありますが、わかりやすくみなさんに説明するとなれば、まず第一に注目すべき点を明確にしたうえで、経済がどのように、かつ誰の手で動かされているのかを考え、そこまで考えないとしても、しからずんばすなわち、とにもかくにも、って言うかぁ、でもやっぱりさぁ、私的にはさぁ、などと女子高生に迎合するかのような発言は控えるとしてもですな、論点がわかりにくいのは紛れもない事実ではございますし、普通に生活している以上、どうしても関心が薄れがちであるのは理解頂きたい所存ではあるのですが、我々経済を語る者の使命と致しまして、どのように危機感を伝え、広めていくかというのが重要なことなのでございますが、それは別の意味で、経済とは既に、というよりもすなわち、グローバルな視点が……」

        「お話の途中ですが、時間になりましたので中断させて頂きます。さて、来週のこの時間は「著作権とは何か？」をテーマに致しまして……」

    

    
        パーマソ２号

        キーキー。キキーッ。キャキャ。ウキキキーイ。ゴッホゴッホ。ウキー。キキー。ウキー。ウキキー。ムカー。キャキャッ。ウキウキ。キーッ！キキー。ウキー。ウキウキー。キキキ！クークー。キー。キ、キキッ。キャッキャッ。ギーッ。ギャホ。キーキー。キー？キキッキキッ。アキー！キャーキャー。ウキキー。キャ？キーキー。ムキキー。ムキ？ゴッホゴッホ。キャキャ。グウ……。ファーア。ウキー。ウキャキャー。キキキー。ウー。ムキャヒー。ウキー。ムキー。キャッキャッ。ムカー。キー。ウーウー。キャーキャー。キーキー。ギー。ウー。キーッ。ギーギー。ムキームキー。イーイー。キーキー。ムー。キャキャキャー。ウキーキー。ギャッギャッ。ウキーウキー。ムカー。ウキウキ。ウキー？キー。ウキャーウキャー。ハーハー。ウキー。ウーウー。ウキーウキー。キーキー。ウキキー。ウー。ウイ。ウキキー。イーイー。ウキー？ウキャキャ。キャヒーキャヒー。アヒー。ムカー。ウキー。キー。ウキー。キーキー。キーキー。ムカー。ウキウキ。キーキー。キ、キキッ。キーキー。キャッキャッ。ムキャー。ギーギー。

    

    
        木魚

        　ぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽくぽく

    

    
        娘を嫁に出す

        　結婚式場の控室で煙草を吹かしていると、娘が花嫁衣装を身にまとい、私の前に現れた。その姿は親の目から見ても、とても美しかった。

        「お父さん、お母さん、今まで育てて頂いてありがとうございました。」

        　娘の目から涙がこぼれる。私も、よくここまで育ってくれたと思う気持ちと、私の手から離れていってしまう寂しさが交差し、目頭が熱くなる。

        「あらあら、まだ泣くのは早いですよ。」

        　妻が娘にハンカチを差し出す。父親として何か言わねばと思うのだが、複雑な気持ちで胸が一杯になり、ようやく幸せになれよというのが精一杯であった。

        　目を閉じると、娘との思い出が、とめどもなくあふれ出してくる。

        　生まれたときから元気そのもので、娘はすくすくと育った。近所の男の子たちと一緒に遊んで、ひざを擦りむいて帰ってくることもよくあった。妻は女の子なんだからと言うのだが、私は元気な証拠だと、逆に娘を褒めたものだ。明るい性格だったので、娘のまわりにはいつも友達がいて、みんな楽しそうに遊んでいた。小学校の運動会でも、応援団長になって、みんなを引っ張っていたし、中学校に入っても生徒会長として、頑張っていた。

        　また、もともと頭のいい子だとは思っていたが、中学校に入り、最初のテストで全ての教科が９０点以上だったのには驚いた。その後も、私も妻も勉強しろとは一言も言わなかったのだが、ずっと好成績を残し、府下一番の進学校に入学した。大学も国立を現役で入学してしまった。３年後、いきなり留学に行きたいと言われたときには、何もそこまでと思ったのだが、娘の心意気に打たれて送り出すことにした。

        　留学から帰ってからは不況で就職難と言われていた時代にもかかわらず、外資系の一流商社の内定を取って入社。留学経験が功を奏したわけだ。会社に入ってからの娘もまた凄かった。営業成績は常にトップ、同期の男たちを退けて、一番最初に係長に昇進、課長、部長と類を見ないスピードで昇進を続けた。仕事一筋に打ち込む娘を見て、我が娘ながらなぜそこまでできるのかと感心してしまったほどである。また、年収は私を優に超えていた。

        　そして、６０歳で晴れて定年退職。役員として残る道もあったようだが、趣味で書道をたしなんでいた娘は、第二の人生を書道教室の先生として歩むことにしたのだが、８２歳の時に脳溢血で倒れ、生死の境をさまよう。幸運にも一命を取り留め、入院先の病院で生涯の伴侶を見つけ、今日、結婚式を迎えたわけである。

        　よくここまで育ってくれたものだ。父親として感無量な気持ちである。

        　娘、８３歳のジューンブライド……

    

    
        エンゲルス吠える

        　『資本論』を書いたのはマルクスだ？んなこたどーでもいいんですよ。とにかくね、マルクスがどうのこうの言うんやったらオレも徹底的にやりますよ！ほんとに。こっちも被害被ってますから。だから、この際決着つけないかんな、と。リングの上でね、東京ドーム？別にどこでもいいですよ。向こうさん、こっち殺す言うてるんでしょ、殺してみいっちゅうねん！ホントにいい加減にしろよ、フザケンなよ！ごちゃごちゃ言うとったらマジでぶち殺すぞコラァ！

        　それぞれの学者がいて、それぞれ好きな思想、応援したい国ある、けっこうです。けっこうだけどね、今は社会主義全体が地盤沈下してんですよ。ソビエトは潰れるし、北朝鮮も相当ヤバイ。どうにかしないといけないっていうときに、社会主義者の中でね、アイツが正しい、アイツがどうのこうの言ってる場合じゃないでしょ、アンタたち。アンタら、ウチら社会主義がなくなったら何でメシ食うの、何で。ねえ、どうやってメシ食うの？オマエらどうやってメシ食うねん！なあ？オマエらどうやってメシ食うねん？オマエらフザケんなよ、おい。ソビエト潰れたよ。東欧諸国もボロボロ、北朝鮮も餓死者続出。どうすんねん。それでもマルクスがどうのエンゲルスがどうの言ってるのかよ？なあ、どうすんの？どうなる？

        　ほんでね、各学者の人もね、なんかもういい加減にね、頭の中だけで論文書くのやめてください。ちゃんとね、社会主義国に来て、労働者それぞれと普段から関係をもって、労働者の言葉の中から労働者の労働の中から、取材源を探して、ちゃんとした社会主義学者としてやってください、アンタたち。そういうのやんないから人の悪口しか書けないじゃない。そうでしょうが。どこの資本主義学者にね、そういうことで安穏とメシ食ってるヤツがいるの？え？ウチらの世界はヘタしたら国も見に来てないのに論文が載ってるってなんやそれ！フザケんなよ。それでオマエらな、ちゃんと書くことができないから人の悪口ばっかり書いてるんやないか。人間の個人の好き嫌いで。で、たいがいまっとうなことやってる人間が嫌われるんやないかなあ。フザケろよオマエら！ブチ殺すぞコラァ！

        　でね、オレ断言します。マルクスだけじゃなくて、金日成ともやります。リングの上でシロクロつけたる。金日成もフザケんなよ、ブチ殺すぞコラァ！オレの言いたいのはそれだけですよ。いいですか？終わりです。

    

    
        嗚呼、愛しのブーマーさん

        「実は、お前には許嫁がいるんだ。」

        　２０歳になった日に、父から聞いた事実は驚愕であった。僕に許嫁。どんな人だろう。不安と興奮。僕は父に尋ねた。その人の名前を。

        「ブーマーさんだ。」

        　父の言葉に嘘偽りはなかった。しかも、ブーマー・スミスでもなく、エカチェリーナ・スミスでもなく、ただひたすらにブーマーさん。嗚呼、ブーマーさん、ブーマーさん。僕は父に尋ねた。なぜ、ブーマーさんは僕の許嫁なのか。

        「それはな、ブ……ブブ………ブ……ブーマーさんだからだ！」

        　父はそれ以上、何も語らなかった。ともかく、僕はブーマーさんと結婚することになった。まだ見ぬブーマーさん、嗚呼、ブーマーさん、ブーマーさん。

        　それから一ヶ月後、僕はブーマーさんと初めて会った。ブーマーさんは腰ミノをつけて、頭にドクロをかぶっていた。大きな腹をぶるんぶるん揺すりながら「ボメヤー！」と叫んだ。どうもこれがブーマーさんの挨拶のようだった。付き添いの通訳の人が、ブーマーさんの言葉について説明をしてくれた。それによると、ブーマーさんは腹を叩いて意思疎通を図るらしい。腹を一回叩くのは「お腹がすいた」、腹を二回叩くのは「ライオンがいる」、腹を三回叩くのは死を意味する不吉な行為のようで、そんな説明を受けていると、ブーマーさんは腹をバシバシ叩きながら、すり足で僕のほうに近寄ってきた。そして「ボンボメンヤー！」と叫んだ。どうもこれは求愛活動のようだ。そんなこんなで、僕はブーマーさんと結婚した。そう、ブーマーさんと結婚したのだ。

        　ブーマーさんの主食はタロイモだ。そして、は虫類を好んで食べる。ほ乳類の肉は食べない。村の掟で、食べてはいけないのだそうだ。しかしながら、僕が牛肉などを食べているのを見て、時折切なそうな顔をするブーマーさんであった。

        　ブーマーさんは一日三回、ヤクリの木で作ったモララの神の像を足に挟んで、ウサギ跳びを１３回する神聖な儀式を行う。これも村の掟だという。

        　そんなこんなで、僕はブーマーさんと新婚生活を楽しんでいる。嗚呼、ブーマーさん。僕の愛しのブーマーさん。ボンボメンヤー！

    

    
        ちびくろ参謀

        今日、ちびくろ参謀は国家から新しい雨天用軍服とロシア製拳銃トカレフを支給されて大はしゃぎです。あんまり嬉しいものですから、雨も降っていないのに、ついさっき支給された雨天用軍服を着て、ひとりでジャングルに散歩に行くことにしました。もちろん、上官にはないしょですけどね。

        　さて、ジャングルに入ってしばらく歩いていると、一匹の虎に出会いました。

        「ガオー、おまえを食べちゃうぞー！」

        　なんと、人喰い虎です。

        「わあ、ちょっと待って。このトカレフをあげるから食べないで。」

        　虎の目の前にトカレフを差し出すと、虎は納得したのでしょう、嬉しそうにトカレフをくるくると回しながら、ジャングルの中へ消えていきました。虎にトカレフをとられたちびくろ参謀は泣き出しそうになりました。そこへ別の虎が、

        「ガオー、おまえを食べちゃうぞー！」

        　と来たものだから、さあ大変！

        「わあ、ちょっと待って。この雨天用軍服の上着をあげるから食べないで。」

        　急いで上着を脱いで虎の目の前に差し出すと、虎は納得したのでしょう、嬉しそうに上着を着ながら、ジャングルの中へ消えていきました。トカレフだけでなく上着までとられたちびくろ参謀は、もう踏んだり蹴ったりです。しかし、悪いことはつづくもので、また別の虎が目の前にあらわれました。

        「ガオー、おまえを食べちゃうぞー！」

        　さて、どうしましょう。

        「わあ、ちょっと待って。この雨天用軍服のズボンをあげるから食べないで。」

        　パパパッっとズボンを脱いで虎の目の前に差し出すと、虎は納得したのでしょう、ズボンをはいてジャングルの中へ消えていきました。

        　さて、また人喰い虎が出てきたら、今度は本当に食べられてしまいます。なんとか虎に見つからないようにしようと思い、木の上に隠れることにしました。ちびくろ参謀は泣きたいのを必死でこらえながら、じっとしていました。

        　そこに、さっきちびくろ参謀に襲い掛かった虎が三匹あらわれて、隠れている木の下で、なにやらお互い自分の持っているものを自慢しはじめたようです。

        「オレのトカレフかっこいいだろう。」

        「おっ、それいいな。よこしやがれ。」

        「おまえのこそ、オレが着たら似合うんだよ、よこせよ！」

        　なんだかんだ言って、木の回りをグルグルと追いかけっこをはじめたではありませんか。だんだんスピードが速くなり、ちびくろ参謀には黄色いまるにしか見えません。ふと気がつくと、あまりの速さで虎はバターになってしまいました。

        「これで、大好物のホットケーキをつくってもらおう！」

        　とられたものをとり返して上機嫌のちびくろ参謀は、おみやげにバターをいっぱい持って帰る途中、敵軍の置いた地雷を踏み、帰らぬ人となりました。

    

    
        あとがき

        　……大学生の頃と今も、あんまり変化はないような気もするのですが、こんなん書いては文芸部の部誌に載せていたのです。いろいろあったのですが、とりあえず今でも読めそうな（？）ものを選んでみました。楽しんで頂けたなら幸いです。では、またもけもけしんぶん（http://www.mokemoke.jp/）でお会いしましょう。
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